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V
平
成
+
一
年
七
月
十
日
(
土
)

会
報
第
五
十
三
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
第
四
十
八
回
例
会
報
告
①
「
ウ
イ

リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
と
そ
の
デ
ザ
イ
ン
」
(
報
告
者
・
玉
田
さ
ゆ
り
)
②
「
呉
市
入

船
山
記
念
館
見
学
記
」
(
報
告
者
・
上
野
仁
)
、
広
島
芸
術
学
会
第
十
三
回
総
会
・

大
会
の
案
内
と
研
究
発
表
の
要
旨
な
ど
。

V
平
成
+
一
年
七
月
二
十
四
日
(
土
)

第
十
三
回
総
会
・
大
会
を
広
島
大
学
法
学
部
・
経
済
学
部
東
千
田
校
舎
四

O

二
号
室
で
開
催
し
た
。
午
前
九
時
半
か
ら
十
時
ま
で
が
総
会
。
進
行
役
は
吉
井

章
氏
が
務
め
た
。
金
田
晋
代
表
委
員
の
挨
拶
の
後
、
水
島
裕
雅
委
員
を
議
長
に

任
命
。
青
木
孝
夫
委
員
が
平
成
十
一
年
度
の
事
業
報
告
、
大
橋
啓
一
事
務
局
長

が
決
算
報
告
、
続
い
て
林
立
雄
監
査
委
員
が
監
査
報
告
を
し
、
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
、
青
木
孝
夫
委
員
が
平
成
十
二
年
度
の
事
業
計
画
を
説
明
、
大
橋
啓
一

事
務
局
長
が
予
算
案
を
発
表
し
、
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。

米

公

子

門

十
時
か
ら
大
会
開
始
。
午
前
中
に
三
つ
の
研
究
発
表
①
広
島
大
学
大
学
院
、

赤
坂
こ
ず
え
氏
の
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
・
歌
劇
『
魔
笛
』
と
パ
ス
ト
ラ
ル
」

②
ふ
く
や
ま
美
術
館
、
谷
藤
史
彦
氏
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
マ
リ
オ
・
シ
ロ

l
ニ

ー
壁
画
〈
芸
術
と
科
学
の
イ
タ
リ
ア
》
を
め
ぐ
っ
て
|
」
③
広
島
大
学
大
学
院
、
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亀
井
克
朗
氏
の
「
ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
ア
ス
キ
ー
に
お
け
る
異
他
性
と
親
近

性
|
『
ス
ト
l
カ
l
」
に
つ
い
て
|
」
が
行
わ
れ
た
。

午
後
か
ら
研
究
発
表
④
福
岡
大
学
、
大
島
由
起
子
氏
の
「
ハ

l
マ
ン
・
メ
ル

ヴ
ィ
ル
の
「
リ
ッ
プ
・
ヴ
ア
ン
・
ウ
イ
ン
ク
ル
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
』
に
お
け
る
反

ア
メ
リ
カ
ン
・
サ
プ
ラ
イ
ム
」
⑤
広
島
市
立
大
学
、
武
藤
三
千
夫
氏
の
「
自
然

に
つ
い
て
|
環
境
美
学
の
視
点
か
ら
|
」
が
行
わ
れ
、
引
き
続
い
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
私
た
ち
の
環
境
は
芸
術
的
か
?

ー
環
境
美
に
お
け
る
伝
統
・
日
常
・

深
化
|
」
が
開
催
さ
れ
た
。
司
会
は
広
島
大
学
の
安
西
信
一
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト

は
龍
谷
大
学
の
宮
元
健
次
氏
、
富
士
ク
リ
エ
イ
ト
の
高
石
勝
氏
、
広
島
大
学
の

若
尾
裕
氏
が
務
め
た
。



V
平
成
+
一
年
九
月
十
日
(
金
)

会
報
第
五
十
四
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
巻
頭
言
に
中
畝
み
の
り
氏
の
「
作

品
に
迫
る
」
、
第
十
三
回
大
会
報
告
(
報
告
者
・
研
究
発
表
①
/
播
野
尚
子
、
研

究
発
表
②
/
水
木
祥
子
、
研
究
発
表
④
/
安
西
信
て
研
究
発
表
⑤
/
長
迫
英

倫
)
な
ど
。
(
研
究
発
表
③
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
の
報
告
は
投
稿
が
遅
れ

た
の
で
、
次
号
に
延
期
)

V
平
成
+
一
年
九
月
二
十
五
日
(
土
)

広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
第
四
十
九
回
例
会
を
開
催
。
例
会
コ

l
デ
ィ
ネ
l

タ
ー
は
広
島
大
学
の
長
田
年
弘
氏
が
務
め
た
。
テ
ー
マ
は
「
天
才
」
。
最
初
に
研

究
発
表
を
行
っ
た
の
は
、
留
学
先
の
ス
ペ
イ
ン
か
ら
一
時
帰
国
し
て
い
た
広
島

大
学
大
学
院
の
吉
本
由
江
氏
。
ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
エ
ル
・
グ

レ
コ
の
人
と
作
品
に
つ
い
て
の
解
釈
を
発
表
し
た
。

続
い
て
、
早
稲
田
大
学
の
真
野
宏
子
氏
が
、
「
カ
ン
デ
イ
ン
ス
キ
l
の
キ
ュ
ビ

ズ
ム
観
」
と
題
し
、

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
!
と
キ
ュ
ピ
ズ
ム
の
繋
が
り
に
つ
い
て

の
考
察
を
発
表
し
た
。

V
平
成
+
一
年
十
月
十
九
日
(
火
)

広
島
芸
術
学
会
初
め
て
の
演
奏
会
「
ヨ
ゼ
フ
・
ハ

l
ラ
&
中
畝
み
の
り

オ
ー
タ
ム
」
を
広
島
市
中
区
の
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
。
会
員
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
中
畝
み
の
り
さ
ん
が
、
厳
し
く
な
っ

デ
ュ
オ

イ
ン

て
い
る
当
学
会
の
財
政
的
事
情
に
い
く
ら
か
で
も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
、
協
力
を
申
し
出
て
下
さ
り
、
実
現
し
た
企
画
。
会
員
の
方
々
も
一
生
懸
命

チ
ケ
ッ
ト
を
売
っ
て
下
さ
り
、
約
三
百
五
十
人
も
の
参
加
が
得
ら
れ
、
成
功
裏

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
収
益
は
約
十
四
万
円
。

V
平
成
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
(
木
)

会
報
第
五
十
五
号
を
発
行
。
広
島
大
学
、
長
田
年
弘
氏
に
よ
る
巻
頭
言
「
奇

人
礼
賛
|
詩
人
と
哲
学
者
の
肖
像
|
」
、
投
稿
が
遅
れ
て
い
た
第
十
三
回
大
会

の
報
告
〈
研
究
発
表
〉
「
ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
ア
ス
キ
ー
に
お
け
る
異
他
性
と

親
近
性
|
『
ス
ト
l
カ
l
』
に
つ
い
て
|
」
(
報
告
者
・
大
石
和
久
)
と
〈
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
〉
「
私
た
ち
の
環
境
は
芸
術
的
か
?
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環
境
美
に
お
け
る
伝
統
・
日

常
・
深
化
」
(
報
告
者
・
青
木
孝
夫
)
、
第
四
十
九
回
例
会
報
告
①
エ
ル
・
グ
レ

コ
解
釈
の
変
遷
(
報
告
者
・
森
園
敦
)
②
「
カ
ン
デ
ィ
ス
キ
l
の
キ
ュ
ビ
ズ
ム

観
」
(
報
告
者
・
亀
井
克
朗
)
を
掲
載
し
た
。
自
由
コ
ラ
ム
に
は
会
員
の
哀
葉
氏

が
「
隠
土
文
化
と
の
出
会
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
た
。
ま

た
、
十
月
十
九
日
に
開
催
し
た
広
島
芸
術
学
会
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
行
委
員
長
・

水
島
裕
雅
氏
が
、
「
演
奏
会
を
終
え
て
」
と
題
し
、

お
礼
と
報
告
を
誌
上
で
述
べ

た。V
平
成
十
一
年
十
二
月
十
一
日
(
土
)

第
五
十
回
例
会
を
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
。
例
会
コ

1
デ
ィ
ネ

1



タ
ー
は
広
島
大
学
の
樋
口
聡
氏
。
最
初
に
広
島
大
学
大
学
院
の
須
崎
朝
子
氏
が
、

「
演
劇
ワ

l
ク
ッ
シ
ヨ
プ
に
お
け
る
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ

l
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

一
考
察
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
続
い
て
、

ベ
ル
リ
ン
自

由
大
学
か
ら
の
客
員
教
授
で
あ
る
グ
ン
タ
l
・
ゲ
パ
ウ
ア
氏
が
、
「
手
に
つ
い
て

の
美
学
的
考
察
」
と
題
し
て
、
「
手
」
の
持
つ
身
体
性
の
問
題
を
美
学
的
視
点
か

ら
考
察
し
た
。

例
会
の
後
、
年
末
恒
例
の
忘
年
会
で
楽
し
く
談
笑
し
た
。

V
平
成
+
二
年
二
月
七
日
(
月
)

会
報
第
五
十
六
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
巻
頭
言
に
井
野
口
慧
子
氏
の
「
骨

折
の
す
す
め
」
、
第
五
十
回
例
会
報
告
①
「
演
劇
ワ
l
ク
ツ
シ
ヨ
プ
に
お
け
る
イ

ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
(
報
告
者
・
中
尾
和
恵
)
、
②

「
手
に
つ
い
て
の
美
学
的
考
察
」
(
報
告
者
・
上
野
仁
)
、
自
由
コ
ラ
ム
に
は
フ

リ
l
ラ
イ
タ
ー
・
米
門
公
子
の
エ
ッ
セ
イ
「
神
様
が
残
し
て
く
れ
た
も
の
」
を

掲
載
し
た
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
春
、
広
島
大
学
を
退
官
し
、

新
た
に
東
亜
大
学
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
当
学
会
代
表
委
員
・
金
田
晋

氏
の
広
島
大
学
に
お
け
る
最
終
講
義
「
隠
轍
と
し
て
の
美
学

ー
飛
べ
な
い
天

使
ー
」
の
案
内
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
+
ニ
年
三
月
四
日
(
土
)

第
五
十
一
回
例
会
を
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
。
今
回
の
例
会
コ

l

デ
ィ
ネ
l
タ
l
は
広
島
大
学
の
長
田
年
弘
氏
が
務
め
、
テ
ー
マ
は
「
広
島
の
芸

術
、
過
去
と
現
在
」
。
一
つ
目
の
最
初
の
研
究
発
表
は
、
広
島
県
立
美
術
館
の
知

念
理
氏
が
「
厳
島
図
の
振
幅
」
と
題
し
、
十
七
世
紀
後
半
に
制
作
さ
れ
た
厳
島

図
(
広
島
県
立
美
術
館
所
蔵
)
を
紹
介
し
た
。
続
い
て
二
つ
目
の
研
究
発
表
で

は
、
広
島
に
縁
の
深
い
画
家
・
南
薫
造
の
パ
リ
滞
在
時
代
の
様
子
を
、
島
根
県

立
国
際
短
期
大
学
の
八
田
典
子
氏
が
現
地
で
の
調
査
を
基
に
紹
介
し
た
。
タ
イ

ト
ル
は
「
南
薫
造
の
パ
リ
滞
在
と
そ
の
周
辺
」
。

V
平
成
十
二
年
四
月
二
十
八
日
(
金
)

会
報
第
五
十
七
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
巻
頭
言
に
菅
村
亨
氏
の
「
贋
作

(
に
せ
も
の
)
雑
感
」
、
第
五
十
一
回
例
会
報
告
①
「
厳
島
図
の
振
幅
」
(
報
告
者
・

125 

森
園
敦
」
②
「
南
薫
造
の
パ
リ
滞
在
と
そ
の
周
辺
」
(
報
告
者
・
安
芝
恵
)
を
掲

載
し
た
。
平
成
十
二
年
九
月
に
開
催
す
る
広
島
芸
術
学
会
第
三
回
芸
術
展
示
「
制

作
と
思
考
」
の
出
品
者
が
決
定
し
た
の
で
、
そ
の
氏
名
と
分
野
を
発
表
し
た
。

V
平
成
十
二
年
五
月
二
十
一
日
(
日
)

第
五
十
二
回
例
会
は
毎
年
恒
例
の
野
外
例
会
。
今
回
は
足
を
の
ば
し
、

マ
イ

ク
ロ
パ
ス
を
貸
切
り
、
し
ま
な
み
海
道
を
通
っ
て
伊
予
・
大
三
島
で
の
見
学
会

と
し
た
。
会
報
第
五
十
七
号
で
案
内
を
し
、
参
加
者
を
募
っ
た
が
、
残
念
な
が

ら
八
名
の
み
の
参
加
と
な
っ
た
。

朝
九
時
に
J
R
広
島
駅
北
口
を
出
発
、
山
陽
自
動
車
道
↓
尾
道
大
橋
↓
因
島



大
橋
↓
井
口
橋
↓
多
々
羅
大
橋
↓
村
上
大
三
島
記
念
館
↓
大
山
祇
神
社
(
宝
物

館
)
↓
大
三
島
美
術
館
の
道
順
で
回
っ
た
。
今
回
は
参
加
者
は
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
広
島
大
学
の
官
村
亨
氏
に
よ
る
解
説
付
き
だ
っ
た
の
で
、
美
術
館
や
宝

物
館
の
展
示
物
の
時
代
背
景
な
ど
が
よ
く
分
か
り
、
内
容
の
濃
い
見
学
会
と

な
っ
た
。

帰
り
道
、
山
陽
自
動
車
道
・
広
島
東
イ
ン
タ
ー
の
ゲ
l
ト
で
、
わ
き
見
運
転

の
若
者
の
車
に
追
突
さ
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
っ
た
が
、
全
員
け
が
も

な
く
無
事
だ
っ
た
。
こ
の
事
故
で
予
定
よ
り
は
少
し
遅
れ
た
が
、
明
る
い
う
ち

に
J
R
広
島
駅
北
口
で
解
散
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
帰
宅
の
途
に
着
い
た
。

《
平
成
十
二
年
六
月
三
十
日
現
在
、
法
人
会
員
十
法
人
、
個
人
会
員
二
百
三
十

四
名
(
特
別
会
員
五
名
、
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一
般
会
員
二
百
六
名
、
学
生
会
員
二
十
三
名
)
》
。

(
こ
め
か
ど
・
き
み
こ

広
島
芸
術
学
会
事
務
局
)




